
学校番号 ４０８ 

令和２年度 芸術〔音楽〕 

 

教科 芸術 科目 音楽Ⅰ 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 音楽Ⅰ 改訂版 Tutti（教育出版） 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・「歌うこと」「楽器を演奏すること」「音楽をつくること」「音楽を聴くこと」の４つの分野

を年間通して学習します。 

・学習の到達度は、授業で配付するワークシートや実技テストで評価します。 

・音楽の学習は、クラスメートとともに実際にやってみて、試してみてこそ価値あるものとなり、

そうして感性が豊かになります。 

・音楽が、生涯ずっと、みなさんの心の支えとなり、生きていく力となることを願っています。 

 

２ 学習の到達目標 

音楽の幅広い活動を通して、音楽的な見方・考え方を働かせながら、イメージをもって表現を創

意工夫したり、音楽を評価しながらよさや美しさを味わって聴いたりする能力を育成する。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:音楽への関心・意

欲・態度 

b:音楽表現の創意工

夫 
c:音楽表現の技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

音楽や音楽文化に

関心をもち、歌唱、

器楽、創作、鑑賞の

学習に主体的に取

り組もうとする。 

音楽を形づくってい

る要素を知覚し、それ

らの働きを感受しな

がら、歌唱、器楽、創

作の音楽表現を工夫

し、どのように歌う

か、演奏するか、音楽

をつくるかについて

表現意図をもってい

る。 

創意工夫を生かした

音楽表現をするため

に必要な歌唱、器楽、

創作の技能を身に付

け、創造的に表して

いる。 

音楽を形づくってい

る要素を知覚し、そ

れらの働きを感受し

ながら、楽曲や演奏

を解釈したり、それ

らの価値を考えたり

して、音楽に対する

理解を深め、よさや

美しさを創造的に味

わって聴いている。 

評
価
方
法 

ワークシート 

観察 

演奏発表 

提出作品 

ワークシート 

観察 

演奏発表 

提出作品 

ワークシート 

観察 

ワークシート 

観察 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 
 

期 

題
材
名 

学習内容 

主な評価の観点 

題材の評価規準 評価方法 
a b c d 

1
学
期 

イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
豊
か
な
声
で
歌
お
う 

【歌唱】 

校歌 

上を向いて歩こう 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 a:イメージをもって歌う学習に主体的に

取り組もうとしている。 

b:音楽を形づくっている要素や要素同士

の関連を知覚し、それらの働きを感受

しながら、歌詞が伝えたいメッセージ

をどのように歌うかについて表現意図

をもっている。 

c:豊かな声で歌うために必要な技能（発

声、発音、呼吸法、姿勢や身体の使い

方）を身に付けて歌っている。 

演奏発表 

観察 

歌
詞
の
意
味
を
考
え
よ
う 

ハ
ー
モ
ニ
ー
を
味
わ
お
う
① 

【歌唱】 

少年時代 

（２部合唱） 

 

○ 

 

〇 

 

○ 

 a:クラス全体で歌う学習に主体的・協働

的に取り組もうとしている。 

b:音楽を形づくっている要素や要素同士

の関連を知覚し、それらの働きを感受

しながら、歌詞の意味を考え、どのよ

うに歌うかについて表現意図をもって

いる。 

c:２部合唱をするために必要な技能（発

声、発音、呼吸法、姿勢や身体の使い

方、ハモる感覚）を身に付けて歌って

いる。 

演奏発表 

ワークシート 

観察 

リ
コ
ー
ダ
ー
を
楽
し
も
う
① 

【器楽】 

あの丘につづく道 

BAROQUE 

HOEDOWN 

メヌエット 

間奏曲 

 

○ 

 

〇 

 

〇 

 

 

a:リコーダーに関心をもち、その持ち味

を生かして演奏する学習に主体的に取

り組もうとしている。 

b:音楽を形づくっている要素や要素同士

の関連を知覚し、それらの働きを感受

しながら、どのように演奏するかにつ

いて表現意図をもっている。 

c:楽譜を読譜し、表現したいことを伝え

るための技能（呼吸法、タンギング、

アーティキュレーション）を身に付け

て演奏している。 

演奏発表 

観察 

楽
器
の
音
色
に
注
目
し
て
聴
こ
う 

【鑑賞】 

青少年のための

管弦楽入門 

（ベンジャミン・ブ

リテン） 

  

○ 

    

 

 

〇 

a:管弦楽で扱われる楽器の音色に関心を

もち、鑑賞する学習に主体的に取り組

もうとしている。 

d:音楽を形づくっている要素や要素同士

の関連を知覚し、それらの働きを感受

しながら、管弦楽の編成、全体や楽器

それぞれの音色について理解を深め、

管弦楽の音色のよさや美しさを味わっ

て聴いたりしている。 

ワークシート 

観察 



２
学
期 

歌
詞
が
表
す
情
景
や
心
情
を
イ
メ
ー
ジ
し
て 

表
現
を
工
夫
し
よ
う 

【歌唱】 

椰子の実 

  

○ 

  

〇 

  

〇 

 

 

a:「椰子の実」の曲想と歌詞や楽曲の背

景との関わりに関心をもち、歌詞が表

す情景や心情をイメージして表現を工

夫して歌う学習に主体的に取り組もう

としている。 

b:「椰子の実」のリズム、速度、旋律、

強弱を知覚し、それらの働きを感受し

ながら、歌詞が表す情景や心情をイメ

ージして、どのように歌うかについて

表現意図をもっている。 

c:「椰子の実」の曲想と歌詞や楽曲の背

景との関わりについて理解を深めてい

る。楽譜を読譜し、表現したいことを

伝えるための技能（発声、日本語の発

音、呼吸法、姿勢や身体の使い方）を

身に付けて歌っている。 

演奏発表 

ワークシート 

観察 

ハ
ー
モ
ニ
ー
を
味
わ
お
う
② 

【歌唱】 

４部合唱 

  

○ 

 

○ 

  

○ 

 a:クラス全体で歌う学習、表現を工夫す

る学習に主体的・協働的に取り組もう

としている。 

b:音楽を形づくっている要素や要素同士

の関連を知覚し、それらの働きを感受

しながら、どのように歌うかについて

表現意図をもっている。 

c:曲想と歌詞との関わりについて理解を

深めている。４部合唱をするために必

要な技能（発声、発音、呼吸法、姿勢

や身体の使い方、ハモる感覚）を身に

付けて歌っている。 

演奏発表 

ワークシート 

観察 

リ
コ
ー
ダ
ー
を
楽
し
も
う
② 

曲
想
の
違
い
を
感
じ
て
鑑
賞
し
よ
う 

【器楽】 

サリーガーデン 

Thiｓ Old Man 

グリーンスリーヴ

ス 

アヴェ・マリア 

（カッチーニ） 

アヴェ・マリア 

（グノー） 

【鑑賞】 

アヴェ・マリア 

（カッチーニ） 

アヴェ・マリア 

（グノー） 

アヴェ・マリア 

（シューベルト） 

  

○ 

  

〇 

  

〇 

 

○ 

a:リコーダーに関心をもち、その持ち味

を生かして演奏する学習、曲想の違い

に注目して鑑賞する学習に主体的に取

り組もうとしている。 

b:音楽を形づくっている要素や要素同士

の関連を知覚し、それらの働きを感受

しながら、どのように演奏するかにつ

いて表現意図をもっている。 

c:楽譜を読譜し、表現したいことを伝え

るための技能（呼吸法、タンギング、

アーティキュレーション）を身に付け

て演奏している。 

d:音楽を形づくっている要素や要素同士

の関連を知覚し、それらの働きを感受

しながら、曲想と音楽の構造の関係に

ついて理解を深め、声楽のよさや美し

さを味わって聴いたりしている。 

演奏発表 

ワークシート 

観察 



筝
を
弾
こ
う 

【器楽】 

さくら 

 

  

○ 

 

○ 

  

○ 

 a:筝に関心をもち、その持ち味を生かし

て演奏する学習に主体的に取り組もう

としている。 

b:音楽を形づくっている要素や要素同士

の関連を知覚し、それらの働きを感受

しながら、どのように演奏するかにつ

いて表現意図をもっている。 

c:我が国の音楽の文化的・歴史的背景に

ついて理解を深める。表現したいこと

を伝えるための技能（奏法、間）を身

に付けて演奏している。 

演奏発表 

ワークシート 

観察 

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
世
界 

【鑑賞】 

ミュージカル映画 

  

○ 

   

○ 

a:ミュージカルに関心をもち、鑑賞する

学習に主体的に取り組もうとしてい

る。 

d:音楽を形づくっている要素や要素同士

の関連を知覚し、それらの働きを感受

しながら、ミュージカル作品の文化

的・歴史的背景について理解を深め、

他の芸術との融合にも注目して鑑賞し

ている。 

ワークシート 

観察 

３
学
期 

曲
の
構
成
や
歌
詞
に
注
目
し
て 

表
現
を
工
夫
し
よ
う 

【歌唱】 

Caro mio ben 

  

○ 

 

○ 

  

○ 

 a:「Caro mio ben」の曲想と歌詞や楽曲

の背景との関わりに関心をもち、歌詞

の言葉と音楽記号に注目して表現を工

夫して歌う学習に主体的に取り組もう

としている。 

b:「Caro mio ben」のリズム、速度、旋

律、強弱を知覚し、それらの働きを感

受しながら、歌詞の言葉と音楽記号に

注目して、どのように歌うかについて

表現意図をもっている。 

c:「Caro mio ben」の曲想と歌詞や楽曲

の背景との関わりについて理解を深め

ている。楽譜を読譜し、表現したいこ

とを伝えるための技能（発声、イタリ

ア語の発音、呼吸法、姿勢や身体の使

い方）を身に付けて歌っている。 

演奏発表 

ワークシート 

観察 

日
本
の
民
謡
の
特
徴
や 

日
本
の
心
を
感
じ
取
ろ
う 

【鑑賞】 

民謡 

 

〇 

   

〇 

a:我が国や郷土の伝統音楽の種類とそれ

ぞれの特徴に関心をもち、鑑賞する学

習に主体的に取り組もうとしている。 

d:音楽を形づくっている要素を知覚、感

受しながら、我が国や郷土の伝統音楽

の種類とそれぞれのリズム・音階の特

徴を文化的・歴史的背景と関わらせて

理解を深め、それらの価値を考えたり

して、民謡のよさや美しさを味わって

聴いている。 

ワークシート 

観察 



日
本
の
音
階
で
旋
律
を
つ
く
ろ
う 

【創作＋器楽】 

「民謡音階」「都

節音階 」 「 律音

階」「沖縄音階」か

ら音階を選択し、

旋律を創作 

創作した旋律をリ

コーダーで演奏 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 a:我が国や郷土の音階の特徴に関心をも

ち、イメージをもって音楽をつくる学

習に主体的に取り組もうとしている。 

b:我が国や郷土の音階の特徴を知覚し、

その醸し出す雰囲気を感受しながら、

どのように音楽をつくるかについて表

現意図をもっている。 

c:選択した音階の音を使って、イメージ

に沿った旋律やリズムの組み合わせ

方、記譜の仕方など必要な技能を身に

付けて創作している。 

演奏発表 

提出作品 

ワークシート 

観察 

 

 

 


